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会議結果概要 

１ 会 議 名 称 浜見平グラウンドの利用等に係る意見交換会 

２ 開 催 日 時 令和４年８月２３日（火） １９時００分から２０時１０分まで 

３ 開 催 場 所 浜見平団地中央集会所 洋室１及び２ 

４ 出 席 者 市民参加 ８名 

市 職 員 ６名【拠 点 整 備 課】大川課⾧、五十嵐課⾧補佐、和田主任 

       【スポーツ推進課】佐藤課⾧、林課⾧補佐 

       【公 園 緑 地 課】吉野課⾧ 

５ 配 布 資 料 「浜見平グラウンドの利用等に係る意見交換会」説明資料 

６ 議 題 ⑴ 浜見平グラウンドの再整備について 

⑵ 浜見平グラウンドにおける管理運営について 

⑶ その他 

７ 概   要  令和５年春頃の完成を目指し、ＵＲ都市機構によって再整備が行われている浜見

平グラウンドについて、再整備される経緯、整備内容、管理運営方法等における市

の基本的な考え方を示し、意見交換を行った。 

その後、事務連絡等として、市ホームページにて情報発信している旨を説明した。

意見交換会での主な意見については、以下のとおり。 

８ 主 な 意 見 参加者） 利用対象者の範囲は。また、学校開放委員会のような定例会での日程調

整は負担になる。定例会の出席なしで予約利用してもよいのではないか。 

市） 浜見平地区に限定せず、市内の方にご利用いただく想定です。また、団

体で利用される場合は、事前登録の上、予約してご利用いただきたいと考

えています。なお、基本的には運営委員会に管理運営まで担っていただき

たい考えですが、皆様から同様のご意見があれば、１つの考え方として、

今後整理しながら詰めていきたいと思います。 

 

参加者） 少年サッカーで従前のグラウンドを利用していた。再整備後も土日祝日

に可能な限り利用したい。また、午前９時の開場は遅いと思う。 

市） 独占的な利用は認められませんが、利用登録される団体には、予約枠の

範囲内で一定程度ご利用いただけるようにしたいと考えています。また、

周辺環境への配慮という観点で、午前９時開場としていますが、団体利用

時には会場設営する時間を設けることも考えられると思います。 

 

参加者） 高齢者ソフトボールをしている。平日の時間帯に予約して利用したい。 

市） 再整備されるグラウンドの面積は、従前より１，０００㎡以上縮小する

ため、少年野球や少年サッカーでの利用等は、安全性に配慮した中での利

用になると思います。予約利用については、運営委員会に所属していただ

き、その中でご調整いただくことになると思います。 
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参加者） トイレ、更衣室、休憩施設等は整備されるのか。 

市） グラウンド東側にトイレは新設される予定ですが、グラウンド面積を確

保する観点から、更衣室や休憩施設等の設置予定はございません。 

 

参加者） 利用団体として、体育協会が登録する予定はあるのか。 

市） 特段、体育協会にご利用いただくということで、進めている話ではござ

いません。 

 

参加者） 予約利用したい日時は重なるため、どのような優先順位にするのかとい

う話になると思う。 

市） 登録された団体には、運営委員会に所属し利用日程をご調整いただく想

定ですが、土日に一般の方が全く使えないということがないよう、土日の

一定の枠には予約を入れない等の工夫も必要ではないかと感じています。 

 

参加者） 事前に予約状況が確認できるとよい。また、利用可能なスポーツをピッ

クアップした方が、登録したい団体との間に誤解が生じないと思う。 

市） 運営委員会での日程調整結果を事前に現地に掲示する等して、お知らせ

したいと考えています。また、利用可能な種目については、現段階では限

定しませんが、予め検討を行い、利用可能な種目をある程度ピックアップ

し、ご利用いただくことを想定しています。 

 

参加者） 自由利用時の利用ルールが必要になると思う。また、従前のグラウンド

では、自治会の納涼祭で夜間利用していたので、再整備後も利用したい。

なお、本施設は、施錠管理を行うのか。 

市） 自由利用時は利用者間で配慮しあいながら、又、ボールを利用する際は

特に周囲に注意しながらご利用いただきます。団体利用時は、一般の方を

中に入れず安全性を確保するというのが基本的な考えです。また、夜間照

明はございませんが、催事での夜間利用は、事前手続きの上、利用可能と

する考えです。なお、防犯上の観点から開場時間以外は施錠します。 

 

参加者） 少年サッカーで利用する際、サッカーゴールが必要になる。容易に移動

できないため、グラウンドに設置していただきたい。 

市） 今後、調整させてください。 

 

参加者） グラウンド備品を保管する倉庫は、設置されるのか。 

市） グラウンドの維持管理に必要な備品を保管する倉庫については、グラウ

ンド東側のトイレに付帯して設置される予定です。 
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参加者） グラウンドの整備面積をもとに利用方法を検討するのではなく、利用方

法に基づいて整備面積を決めた方がよいのではないか。 

市） 当初、グラウンドは団地建替えに併せて廃止される予定でしたが、地域

からの存続要望を受けたＵＲ都市機構が、可能な範囲内で最大限の面積の

グラウンドを残すことになった経緯がございます。 

 

参加者） 施設の利用用途を踏まえると、名称は「グラウンド」ではなく「広場」

の方が適切ではないか。 

市） 今後の課題として考えたいと思います。 

 

参加者） 地域住民だが、家族でのバトミントンや子どもたちのドローン操縦等、

個人利用について、どのようにお考えか。 

市） 利用種目は予め限定せず、利用者同士で一定のルールのもと柔軟に利用

していただく施設という考え方を基本としています。利用方法をいくつか

例示しましたが、設置目的に沿った利用用途のもと、管理上支障のない範

囲内でご利用いただきたいと思います。 

 

参加者） 自由利用はよいのだが、トラブルの原因にも繋がるので必ず利用ルール

は作ってほしい。 

市） もちろん、ルールは重要ですので、一定のルールのもと運用することに

なると思います。また、施設の適切な利用が図られるよう確認・見守り等

が行われるようにしたいと考えています。 

 

参加者） 運営委員会を先に立ち上げて、利用方法を考えなければならないと思う

が、どのようにお考えか。 

市） 運営委員会立ち上げの前身となる、準備会の立ち上げが必要であると考

えています。 

 


